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博士後期課程学生を支援するコンテンツの紹介

奈良女子大学次世代研究者育成プログラム
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生活費相当額 研究費 合計

240万円
（月額20万円）

18万円
（＋10万円） 258万円

DCD支援
　就職活動や学会発表のための交通費の補助を実施
しています。この支援が、キャリア相談の糸口となる
こともあります。そのような相乗効果が生まれること
を期待していますので、お気軽にお声がけください。

英文校閲経費支援
　自身が主たる著者として関わる、①学術雑誌へ投稿
する英語論文、②国際会議の講演趣旨・proceeding、
③国際会議の原稿発表、等に該当する英文の校閲経費
を支援します。

日本学術振興会特別研究員等
申請書作成サポート
　略して学振DC1、DC2、PDと呼ばれているこの研究員制度
は、研究者の登竜門といわれており、採用者の約8割が将来常
勤の研究者になっています。M1の秋から冬に、進学とあわせて
ご検討ください。申請書作成時に本学名誉教授等のコメント・
添削を得られるサポートを利用できます。
　例年、12月に研究協力課主催の「説明会」が実施されますの
で、ぜひご参加ください。
　学振以外の助成金等の申請でも利用できます。

博士後期課程学生への支援

　本学では2021年度から博士後期課程学生のための給付型の支援制
度を実施しています。SGC-NEXUSという名称は、支援対象者の皆さ
んが、様々な「つながり」を活かしていきながら、社会にまだある「ガ
ラスの天井」を打ち砕く（Shattering the Glass Ceiling）姿を期待し
てつけられました。キャリア開発支援本部も「ともに」成長していくた
めのコンテンツを提供しています。皆さんの博士後期課程への進学を
お待ちしています。
　なお、このプログラムは、2027年度から国が制度見直しを行うこと
になりましたが、本学では支援を継続できるよう対応を行っています。

キャリアの選択肢を 
ひろげるために：
博士号を取得した後に、企業や大学
等で活躍している博士人材または本
学教員から、現在に至るまでのキャ
リア経歴、博士号の価値、グローバ
ルな活躍などを気軽に聞くことがで
きる場を設けています。

研究の面白さを 
知らせたい：
「博・学・カフェ」は学生が「専門分
野の人以外にも、わかりやすく自分
の研究の魅力を伝える」機会。発表前
にはセミナーを実施し、プレゼン能
力をアップする支援をしています。

企業と大学の 
交流の場の提供：
企業の技術者と大学の研究者の交流
の場であるコンソーシアム「京都ク
オリアフォーラム」に参加しており、
他大学と協力して、学生の広い見識
と実現力をアップするイベントを開
催しています。

ドクター、博士研究員、進学希望者向けのその他の支援

博・学・アルバム

論文執筆セミナー　9月

英語で研究交流 on SPMM 2025　8月

産学対話＠村田製作所　10月

学振申請のためのワークショップ　1月

「博・学・カフェ」ポスタ―セッション　12月
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ドクター学生さんのキャリアを拓く活動を応援します

海外派遣からみえたキャリアプラン
 生活環境科学専攻 小杉 夏実
　私はSGC-NEXUSの支援を得て二度の海外渡航を経験しました。一度目はD1の11月に3週
間イギリスに滞在し、レスター大学で修士学生とともに分子生物学に関する講義・実習を受講し
ました(理学部・生物科学コースのプログラム)。二度目はD2の12月にベトナムハノイ教育大学
で、ベトナム・韓国・フィリピンの大学との合同シンポジウムに参加しました。以前から海外で
の研究活動や発表に憧れていましたが、英語力や渡航費がハードルとなり決断できずにいました。
そんなときSGCによる渡航費支援を知り、キャリア開発支援本部のみなさんの後押しやサポー
トのおかげもあり、今しかできないのだからやってみよう！と渡航を決断することができました。
結果として、これらの経験は私の将来像を大きく変えてくれました。日本と他国の研究環境の共
通点・相違点を自分の目で見て、体感して、実際に海外で活躍する研究者と交流して、海外での研
究活動の解像度が上がりました。また自分自身の英語力・コミュニケーション力の実情を把握し、
もっと成長したいというモチベーション向上にも繋がりました。現在は学位取得およびその後海
外でポスドクとして活躍するために日々励んでいます。

●研究紹介
医学生理学的観点から、女性ホルモ
ンであるエストロゲンの摂食調節メ
カニズムの解明に努めています。

SGCの支援が広げた研究と国際的活動
 生活環境科学専攻 藤原 万葉
　博士後期課程に進学するにあたり、研究を継続しながら国際的に活動していけるのかという点は、
大きな課題でした。そのような中で、奈良女子大学のSGCに採択され、生活費および研究活動に対
する継続的な支援を受けられたことは、私の研究生活を支える大きな基盤となりました。
　SGCによる経済的・制度的支援があったことで、研究に集中できる環境が整い、国内外での学会
発表や研究交流、現地調査を計画的かつ継続的に行うことが可能になりました。これまでに、ヨー
ロッパ、台湾、ブラジル、オーストラリアなどで研究発表や研究者との意見交換の機会を得ることが
でき、研究テーマを国際的な文脈の中で位置づけ直す貴重な経験を重ねてきました。
　特に、海外の研究者との直接的な対話は、自身の研究視点を深めると同時に、日本国内だけでは得
られない新たな課題意識や研究の可能性に気づく契機となりました。移動や滞在、研究準備に伴う負
担を最小限に抑えられたことは、SGCの支援があったからこそ実現できたことだと実感しています。
　また、メンター面談やキャリア支援を通じて、自身の研究を社会にどのように還元していくのか、
将来どのような進路を描くのかについても、継続的に考える機会を得ました。SGCの支援は、単なる
経済的援助にとどまらず、研究者として自立し、国際的に活動するための土台を築くものであっ
たと感じています。今後も、これまでに得た経験とネットワークを活かし、研究をさらに発展させ
ていきたいと考えています。

●研究紹介
香料製品由来化学物質への曝露と
健康影響に着目し、香害および化
学物質過敏症の発症メカニズムに
ついて研究しています。

●研究紹介
弓道で使用する握り革（グリップ
テープ）の使用感を定量的に評価す
る手法の開発をしています。

研究成果を伝える難しさと面白さ
 生活工学共同専攻 佐藤 ふう
　2025年10月に産学対話〈村田製作所×奈良女子大学〉に参加し、村田製作所の長岡事業所を
訪問しました。そこでは研究交流として、参加学生が自身の研究について発表しました。私は作成
した押下力測定インタフェースを社員の方に体験してもらいました。このインタフェースは弓型
デバイスを引いている際の、持ち手部分に掛かる押下力（圧力）をリアルタイムで測定・表示する
というものです。社員の方は体験を楽しんでくださり、研究の応用についてご意見をたくさんく
ださいました。弓道というマイナーな武道の中でも握り革に着目した研究は少なく、いつもどの
ように伝えるか悩みながら論文執筆や発表をしています。どの研究においても、研究の意義や効
果を伝えることも大切ですが、研究の面白さを理解してもらうことが重要で、何より難しいこと
だと感じています。SGCのイベントでは産学対話だけでなく、他にも研究発表の場があり、「他者
に研究の面白さを伝える」力が伸びたと感じます。これからSGCの支援を受ける方はぜひたくさ
んイベントに参加し、研究の面白さを伝える訓練をしてください。その力はきっと、これから先の
人生で必ず役に立つものだと信じています。

●研究紹介
縄文・弥生・古墳時代の楽器、特に
奈良県や日本の出土琴（こと）を中
心に研究し、日本人としての音楽表
現を模索・探求しています。

SGCと共に歩んだ３年間
 人文科学専攻 榊原 明子
　神戸大学で音楽全般を学び、卒業後は研究テーマを探し求めながら音楽を生業として参りました。
奈良生まれ奈良育ちのピアニスト・作曲家として、奈良の音楽、日本の音楽の原点を知りたいとの思
いから、日本伝統音楽・伝統芸能との共演を重ねました。それらは奈良時代までのもので、さらに遡っ
た古墳・弥生・縄文時代の音楽はどういったものだったのか、埋蔵文化財である埋もれた楽器に興
味を持つようになり、約20年ぶりにアカデミアの世界へと、奈良女子大学の門戸を叩きました。
　現役学生と違い、社会人の進学は生活に直結します。就学中は仕事をセーブしながらの勉学・研究
になるため、SGCのご支援は本当に大きな支えとなりました。また、社会人にとっては慣れないこと
も多い中で、キャリア開発支援本部の皆さんの心暖まるサポートにも感謝しております。
　そして、海外派遣のご支援により、研究促進に向けて大きな勢みをつけることができました。
私が研究対象としている日本の出土琴（こと）は、現存する最古の木製弦楽器である和琴（わごん）の
祖型で、日本独自のものと考えられています。しかし、大陸や半島など近隣諸国での出土が確認され
れば、その根底が覆されることになります。ただ、日本で海外の出土状況を調査するのは大変難しく、
現地を取材し、出土楽器と木器研究者を探す以外に方法を見出せない状況のなか、海外派遣費用を
ご支援いただき、大韓民国での調査研究が可能となりました。その成果は大きく、日本では未確認の
大韓民国出土遺物や木器研究者との出会いへと繋がりました。
　これら多大なるご支援に感謝するとともに、今後もSGCが博士後期課程進学を志す多くの学生の
支えとなり、研究促進の礎となることを祈念しております。
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支援メニューは
スマートフォンから

•お知らせ

•トランスファブルスキル

•キャリア相談

•研究インターンシップ支援

•SGC-NEXUS

•さまざまな博士支援

トランスファラブルスキルRISEの

キャラクターもよろしく！ 

［編集・発行］
国立大学法人 奈良国立大学機構 奈良女子大学
男女共同参画推進機構　キャリア開発支援本部
〒630-8506　奈良市北魚屋西町 G棟 4階 G406
Tel/Fax：0742-20-3572
Email：career-k@cc.nara-wu.ac.jp
https://cdpd.nara-wu.ac.jp

［編集後記］
　2025年は、「つながる」一年でした。京都クオリアフォー
ラムという、大学と企業が互いの垣根を越えた交流を通し
て“ ｢知｣の共鳴場”を実現することを目的に設立された団体
に本学も加盟し、「博士キャリアメッセKYOTO/NARA」に
参加しました。第１部（7月）は、京都府立医科大学を会場
に、社会人博士によるプレゼンや博士学生との交流会、第
2部（11月）は、奈良女子大学を会場として博士学生83
人を含む150人が集いました。博士学生による１分間のエ
レベーターピッチ、ポスター発表及び交流会が実施され、講
堂や大学会館、ラウンジはいずれも大変な熱気に包まれま
した。参加された方々は、紅葉が美しい中庭を鹿が闊歩す
るキャンパス内の風情も喜んでおられました。1部２部を通
じて、本学からはのべ12人の博士後期課程学生が参加し、
第2部では8つの企業賞のうち2つを受賞する快挙に大き
な拍手が送られました。これからも他機関とつながり、学生
さんのキャリア支援に邁進したいと思います。

Web

G406（G棟4階）キャリア開発支援本部
C棟エレベーターで4Fに上り、G棟へお越しください。アクセス

相談室は
G414です。


